
’
’
㌧租

税
　
と
　
厚
　
生

－
厚
生
測
定
方
法
の
展
望
－

（45）租税と厚生

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
各
国
の
税
制
改
革
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い

る
。
我
が
国
で
は
、
い
わ
ゆ
る
直
間
比
率
の
是
正
お
よ
ぴ
利
子
課

税
を
は
じ
め
と
し
た
資
産
所
得
課
税
の
強
化
が
政
府
に
よ
っ
て
図

ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
直
間
比
率
に
つ
い
て
は
、
付
加
価
値
税
導

入
の
是
非
を
め
ぐ
り
国
中
を
あ
げ
て
大
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
。
本
稿
の
目
的
独
、
資
源
配
分
の
効
率

性
の
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
税
制
改
革
案
が
人
々
の

厚
生
に
及
ぼ
す
効
果
を
そ
の
測
定
方
法
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
租
税
の
資
源
配
分
上
の
効
率
性
を
測
る
上
で
最
も
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
近
　
　
栄
　
　
治

的
な
概
念
の
一
つ
に
超
過
負
担
（
實
o
窪
蜆
－
9
a
竃
）
が
あ
る
。
超

過
負
担
と
は
、
租
税
を
課
せ
ら
れ
可
処
分
所
得
が
滅
る
こ
と
に
よ

り
家
計
の
効
用
が
下
っ
た
時
、
家
計
が
課
税
前
の
効
用
を
再
び
達

成
す
る
た
め
に
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
補
償
額
が
納
税
額
を
超

え
る
額
を
指
す
。
換
言
す
れ
ぱ
、
納
税
額
を
す
ぺ
て
家
計
に
還
元

し
て
も
な
お
課
税
前
の
効
用
に
達
し
な
い
場
合
、
租
税
に
よ
る
非

効
率
性
が
生
じ
た
と
考
え
、
そ
の
非
斑
率
を
所
得
で
表
わ
し
た
も

の
を
超
過
負
担
と
よ
ぷ
の
で
あ
る
。
こ
の
超
過
負
担
が
租
税
に
よ

る
厚
生
の
損
失
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
超
過
負
担
は
「
死
荷
重
」

（
旦
s
o
ξ
王
o
q
享
一
〇
轟
）
と
も
よ
ぱ
れ
る
。

　
超
過
負
担
と
い
う
概
念
は
租
税
理
論
に
お
い
て
ま
さ
に
中
心
的

役
割
を
は
た
し
、
最
適
課
税
論
で
は
工
定
の
制
約
（
例
え
ぱ
徴
税
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一橋論叢　第98巻　第4号　（46）

額
を
一
定
以
上
に
す
る
）
の
下
に
超
過
負
担
を
最
小
に
す
る
課
税

体
系
が
研
究
さ
れ
て
い
る
（
ω
彗
2
昌
（
島
ぎ
）
一
肉
螢
（
5
o
．
o
）
）
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
計
測
と
な
る
と
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
需
要
関
数
を

想
定
し
、
そ
こ
か
ら
需
要
の
価
格
弾
性
値
を
求
め
、
超
過
負
担
を

示
す
「
三
角
形
」
の
面
積
を
計
算
す
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ

た
。　

こ
れ
に
対
し
、
家
計
の
選
好
を
正
し
く
反
映
し
た
超
過
負
担
の

計
測
を
可
能
に
し
た
も
の
は
、
皇
葭
昌
昌
宇
呂
o
句
顯
竃
昌
（
s
ミ
）

に
よ
る
支
出
関
数
に
よ
る
超
過
負
担
の
定
式
化
で
あ
る
。
彼
等
は

租
税
に
よ
る
厚
生
変
化
を
支
出
関
数
に
よ
り
と
ら
え
た
が
、
そ
の

定
式
化
に
よ
り
補
償
所
得
と
超
過
負
担
の
関
係
が
明
確
と
な
り
、

超
過
負
担
自
体
も
計
測
可
能
な
オ
ペ
レ
ー
シ
宮
ナ
ル
な
概
念
と
な

っ
た
。
ま
た
計
測
を
可
能
に
し
た
背
景
と
し
て
は
、
生
産
・
消
費

理
論
に
お
け
る
双
対
理
論
の
発
展
、
と
く
に
＞
o
畠
o
甲
H
畠
畠
－

一
〇
〇
〇
型
等
の
費
用
関
数
・
間
接
効
用
関
数
の
特
定
化
、
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
（
』
o
巨
鶉
o
目
g
印
F
（
s
o
o
占
）
）
。

　
こ
の
よ
う
に
理
諭
・
計
測
の
両
面
か
ら
、
租
税
の
効
率
性
に
関

す
る
研
究
が
大
き
く
進
ん
だ
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
直

接
超
過
負
担
の
計
測
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
最
近

司
昌
雪
芹
昌
（
ε
o
。
ひ
）
が
応
用
一
般
均
衡
分
析
に
よ
る
租
税
の
厚
生

効
果
に
つ
い
て
興
味
深
い
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
租
税
の
厚
生
効
果
の
測
定
に
お
い
て
貯
蓄
の
利
子

弾
カ
性
等
の
一
部
の
パ
ラ
メ
タ
ー
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
、

そ
の
値
の
与
え
方
に
よ
っ
て
、
諸
税
制
改
革
案
の
厚
生
上
の
ラ
ン

キ
ン
グ
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
は
た
し
て

司
邑
Φ
ユ
旨
の
指
摘
す
る
こ
の
問
題
が
、
需
要
・
供
給
シ
ス
テ
ム

（
し
た
が
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
・
供
給
の
弾
カ
性
）
の
計
量

経
済
学
的
推
定
か
ら
出
発
す
る
分
析
に
お
い
て
も
適
用
す
る
か
否

か
は
、
超
過
負
担
の
政
策
上
の
意
義
に
も
関
わ
り
、
き
わ
め
て
重

要
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
沿
っ
て
本
稿
で
は
以
下
、
超
過
負
掴

に
関
す
る
皇
蓼
昌
o
邑
－
峯
亀
曽
畠
彗
以
降
の
研
究
を
超
過
負
担

の
概
念
の
整
理
お
よ
ぴ
測
定
の
実
態
の
二
つ
の
面
か
ら
展
望
す
る
。

概
念
上
の
問
題
と
し
て
は
、
家
計
の
厚
生
変
化
を
と
ら
え
ぢ
二
つ

の
指
標
で
あ
る
O
o
目
需
畠
葦
温
く
胃
討
弐
昌
（
以
下
C
V
）
と

目
ρ
巨
童
一
彗
汁
奏
ユ
津
－
昌
（
以
下
E
V
）
に
よ
っ
て
超
過
負
担
を

定
義
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
さ
ぐ
る
。
ま
た
、
超
過
負
担
は
一

括
課
税
（
巨
昌
甲
竃
昌
“
買
）
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

所
得
の
損
失
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
超
過
負
担
の
計
測

と
し
て
は
、
間
接
税
、
所
得
税
お
よ
ぴ
利
子
課
税
を
と
り
上
げ
、
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（47）　禿副毛毛と厚生

各
課
税
に
よ
る
超
過
負
担
の
実
際
の
計
測
結
果
を
紹
介
す
る
。
そ

の
際
、
超
過
負
担
の
大
き
さ
お
よ
ぴ
上
に
述
べ
た
計
測
結
果
の
安

定
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
以
下
第
二
お
よ
ぴ
第
三
節
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
超
過
負
担
の
概
念

上
の
問
題
の
整
理
お
よ
ぴ
計
測
方
法
に
つ
い
て
述
ぺ
る
。
最
終
節

で
は
、
本
稿
の
要
約
を
行
う
と
同
時
に
、
本
稿
で
は
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
現
在
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
諸
研
究
お

よ
ぴ
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。

一
一
概
念
の
整
理

　
本
節
で
は
、
支
出
関
数
お
よ
び
間
接
的
需
要
関
数
に
よ
っ
て
超

過
負
担
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
・
。
そ
こ
で
ま
ず
、

冒
印
昌
O
邑
－
冨
O
霊
竃
雷
に
よ
る
超
過
負
担
の
と
ら
え
方
に
つ
い

て
考
察
し
た
後
、
そ
れ
に
代
る
と
ら
え
方
を
示
す
。

　
い
ま
あ
る
家
計
が
柵
個
の
財
、
自
1
1
（
ぎ
ぎ
…
ぎ
）
を
消
費
す

る
と
す
る
（
こ
の
財
の
な
か
に
は
レ
ジ
ャ
ー
を
含
む
こ
と
が
で
き

る
）
。
各
財
の
課
税
前
お
よ
ぴ
後
の
価
格
を
そ
れ
ぞ
れ
唱
“
（
ぎ

§
…
ら
。
）
お
よ
ぴ
旧
1
1
（
さ
責
・
：
ら
畠
）
で
表
わ
す
。
そ
し
て
、

こ
の
家
計
の
経
済
行
動
に
は
か
か
わ
ら
ず
一
括
し
て
与
え
ら
れ
る

非
稼
所
得
を
伽
と
す
る
。

　
こ
の
家
計
は
課
税
前
に
お
い
て
、
そ
の
予
算
を
制
約
と
し
て
冊

財
よ
り
定
義
さ
れ
る
効
用
を
最
大
化
す
る
。
こ
の
時
の
間
接
的
効

用
関
数
を
e
（
掌
§
）
と
す
る
。
ま
た
、
価
格
ρ
の
下
で
一
定
の
効

用
刎
を
最
小
の
費
用
で
達
成
で
き
る
と
し
、
そ
の
時
の
費
用
（
支

出
関
数
）
を
⑯
（
掌
虞
）
で
表
す
。
こ
れ
ら
の
関
数
を
用
い
れ
ば
課

税
後
の
間
接
的
効
用
は
e
（
s
§
）
で
あ
り
、
課
税
後
の
価
楕
で
評

価
し
た
支
出
関
数
は
雨
（
s
畠
）
で
あ
る
。

　
さ
て
、
皇
凹
目
冒
｛
－
峯
O
句
印
星
昌
は
、
課
税
に
よ
り
価
樒
が
ρ

か
ら
q
に
変
化
し
た
時
の
超
過
負
担
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

　
　
㌔
、
⊥
Φ
（
苧
e
、
）
1
耐
（
S
e
。
）
一
－
（
邊
1
お
）
目
（
S
虐
百
）
　
　
（
－
）

　
こ
こ
で
、
ト
ミ
は
彼
等
に
よ
る
超
過
負
担
で
あ
り
、
嘗
。
お
よ

ぴ
e
一
は
そ
れ
ぞ
れ
、
課
税
前
お
よ
ぴ
後
の
間
接
的
効
用
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
㌔
”
e
（
き
§
）
お
よ
び
㌔
1
1
呉
“
§
）
で
あ
る
。
ま

た
、
（
自
1
お
）
曽
（
“
e
。
）
は
ベ
ク
ト
ル
邊
1
も
と
具
苧
e
。
）
の
内
積

で
あ
り
、
s
（
“
㌔
）
は
課
税
後
の
価
楕
に
お
い
て
効
用
・
。
が
補

償
さ
れ
た
場
合
の
需
要
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。

　
第
ω
式
の
右
辺
第
一
項
の
絶
対
値
記
号
の
な
か
は
（
8
昌
勺
竃
－

墨
φ
目
o
q
く
彗
討
ま
昌
）
（
C
V
）
と
よ
ぱ
れ
、
課
税
に
よ
り
効
用
が

e
。
か
ら
e
、
に
変
化
し
た
時
、
課
税
後
の
価
格
9
で
課
税
前
の
効

用
亀
自
を
達
成
す
る
た
め
に
こ
の
家
計
か
ら
「
取
り
去
る
」
こ
と
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一橋諭叢 第98巻 第4号（48）

　　　　　　図1CVによる超過負担の定義

（A〕二財（勿，物）のケース

　　　　　　　　　　　　　　勿
第二財の価格を1とおく。第一財が課税されると，CVの
絶対値は図のABとなる。（ザρ）尤（q，旭o）は，AC。したが

って，L［■・CBである。

（B〕所得一労働選択のケース

　所得　　　　　　　　　　　’包o

が

　
一

　
’

　
’

　
’
　
’
　
’
　
’

　
’

　
　
’

、
喧
　
’

！
　
’

　
■

　
■

　
　
■

A
C
B
　　　　　　　　　　　　　労働
労働賃金をω，労働所得税率をモとする。この時，CVの絶

対値はAB，税収はAC。したがって，L岬二CBである。

645

の
で
き
る
額
を
示
す
。
今
、
㌔
w
㌔
で
あ
り
、
ま
た
支
出
関
数
は

効
用
水
準
に
関
し
単
調
増
加
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
C
V
は
負
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
C
V
の
絶
対
値
で
あ
る
第
ω
の
第
一
項
は
、

課
税
後
の
価
格
で
課
税
前
の
効
用
を
実
現
す
る
た
め
に
こ
の
家
計

に
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
補
償
所
得
で
あ
る
。
一
方
、
占
1
、

は
各
財
へ
の
課
税
額
を
要
素
と
し
て
持
つ
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
こ
と

に
留
意
す
れ
ぱ
、
第
ω
式
右
辺
第
二
項
は
家
計
の
納
税
額
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
皇
里
冒
o
邑
－
冨
亀
ぎ
α
昌
に
よ
る
超
過
負
担

ト
ミ
と
は
、
課
税
に
よ
る
効
用
の
低
下
を
是
正
し
課
税
前
の
効

用
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
補
償
額
が
納
税
額
を
超
え
る
額



（49）租税と厚生

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
超
過
負
担
の
概
念

そ
の
も
の
で
あ
り
、
ト
ミ
指
標
と
は
そ
れ
を
支
出
関
数
に
よ
っ

て
あ
ら
わ
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
図
一
ω
、
㈲
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
財
お
よ
び
所
得
－
労
働
の
選
択

に
直
面
し
た
家
計
の
ト
ミ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
で
は
、

説
明
を
簡
明
に
す
る
た
め
に
、
ω
で
は
第
一
財
、
⑧
で
は
労
働
の

み
が
課
税
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
時
、
ω
で
第
二
財
の
価
樒
を
一

と
お
け
ぱ
、
縦
軸
の
C
B
が
ト
ミ
で
あ
る
。
㈲
で
も
ま
た
、
縦

軸
の
C
B
が
ト
ミ
と
な
る
。

　
こ
こ
で
簡
単
な
演
算
に
よ
り
ト
ミ
w
o
で
あ
り
、
一
括
課
税
の

場
合
ト
ミ
ー
1
o
と
な
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で

①
（
ミ
一
）
』
（
き
・
目
）
お
よ
ぴ
耐
（
ミ
自
Y
葛
（
s
き
と
な
る
こ
と

に
注
意
し
て
第
ω
式
を
書
き
改
め
る
と

　
　
ト
o
，
n
o
（
§
e
。
）
1
耐
（
掌
e
。
）
1
（
o
l
憎
）
曽
（
苧
㌔
）

　
　
　
H
寒
（
s
㌔
）
1
雨
（
き
㌔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

を
得
る
。
定
義
に
よ
り
①
（
）
e
。
）
は
、
仇
椿
ρ
の
時
、
効
用
e
。

を
達
成
す
る
最
少
の
費
用
で
あ
り
、
一
方
氏
s
㌔
）
は
価
樒
q
の

時
㌔
を
最
少
の
費
用
で
達
成
す
る
需
要
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
の
で
、

ト
ミ
は
非
負
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
一
括
課
税
の
場
合
は
、
課
税
前
・
後
の
価
楮
は
と
も
に
ρ
で
あ

り
、
家
計
の
非
稼
得
所
得
の
み
滅
少
す
る
。
し
た
が
っ
て

　
　
一
〇
く
丁
頁
掌
㌔
）
－
砧
（
き
㌔
）
一
1
1
一
括
課
税
額

と
な
る
の
で
、
C
V
か
ら
納
税
額
を
除
い
た
額
、
す
な
わ
ち
ト
ミ

は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
図
一
ω
、
㈲
で
は
一
括
課
税
は
当
初
の
予
算
線

の
水
平
下
方
シ
フ
ト
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ト
ミ
は

ゼ
ロ
と
な
る
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
補
償
所
得
と
し
て
C
V
を
採
用
し
た
一
】
甲

昌
o
邑
－
峯
o
霊
竃
雪
の
超
過
負
担
の
と
ら
え
方
に
対
し
、
二
つ

の
批
判
ホ
な
さ
れ
た
（
宍
ξ
（
6
o
．
o
）
一
勺
竃
冨
『
彗
o
毅
鼻
顯

（
H
湯
o
）
）
。
第
一
の
批
判
は
、
ト
ミ
指
標
に
お
い
て
納
税
額
と
さ

れ
て
い
る
も
の
は
実
は
、
実
際
に
家
計
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
額

で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
o
I
宿
な
る
課
税
が

な
さ
れ
た
時
の
需
要
ベ
ク
ト
ル
は
価
権
9
、
非
稼
得
所
得
肌
の
下

の
そ
れ
で
あ
っ
■
て
、
補
償
需
要
の
形
で
表
現
す
れ
ぱ
§
（
“
e
一
）
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
納
税
額
は
、
（
畠
－
勺
）
曽
（
s
e
・
）
で
あ

り
、
こ
れ
は
ト
ミ
指
標
に
お
け
る
納
税
額
と
は
異
な
る
。
ト
ミ

指
標
に
お
い
て
納
税
額
と
よ
ば
れ
た
も
の
は
、
課
税
後
の
価
格
q

で
課
税
前
の
効
用
を
補
償
し
た
場
合
の
仮
設
的
納
税
額
で
あ
り
、

こ
の
額
と
実
際
の
納
税
額
は
等
し
く
な
い
。
ト
ミ
指
標
自
体
は

す
ぐ
上
で
み
た
よ
う
に
租
税
の
非
効
率
を
正
し
く
表
す
指
標
で
あ
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一橋論叢第98巻第4号（50）

図2　EVによる超過負担の定義

（A〕二財（エェ，物）のケース

図1（A〕と同じ仮定の下で，EVの絶対値は図のSWこの

場合の税収は，ST。したがって，LEv・TV、

(B) F~*~?~~-~~{~~-~~tRa)~ ;~ 

る
が
、
そ
の
計
測
に
お
い
て
実
際
の
納
税
額
が
適
用
で
き
な
い
と

い
う
の
が
こ
の
第
一
の
批
判
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
第
二
の
批
判
は
、
同
額
の
税
収
を
あ
げ
る
複
数
の
租
税
効
率
性

を
判
定
す
る
上
で
ト
ミ
指
標
が
整
合
的
で
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
今
、
等
税
収
を
も
た
ら
す
二
つ
の

図1（B〕と同じ仮定の下で，EVの絶対値は図のSV，税収

はST。したがって，LEv・TVである。

租
税
政
策
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
下
に
家
計
の
達
成
し
う

る
最
大
の
効
用
を
㌔
お
よ
ぴ
㌔
と
す
る
。
そ
し
て
、
各
政
策

に
よ
る
超
過
負
担
を
ト
ミ
（
－
）
お
よ
ぴ
ト
ミ
（
～
）
と
す
る
。
こ
の

時
、
ト
ミ
（
－
）
w
ト
ミ
（
N
）
は
必
ず
し
も
e
κ
㌔
を
意
味
し
な
い
、

す
な
わ
ち
ト
ミ
指
標
は
租
税
政
策
の
選
考
指
標
と
は
な
ら
な
い
、
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（51）　租税と厚生

と
い
う
の
が
第
二
の
批
判
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
勺
竃
量
『
顯
目
｛

ω
邑
ぎ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
彼
等
は
ト
ミ
が
非
整
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

的
と
な
る
ケ
ー
ス
を
例
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
二
つ
の
批
判
を
契
機
と
し
て
補
償
所
得
を
C
V
を
介
さ
ず
、

向
o
巨
墨
一
⑭
巨
く
彗
す
弍
昌
（
E
V
）
に
よ
っ
て
表
わ
し
た
上
で
超

過
負
担
を
定
義
す
る
と
い
う
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
こ
の

方
法
に
よ
る
超
過
負
担
ト
ミ
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
ト
宙
『
の
定
義
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
ト
ミ
ー
1
一
～
（
§
㌔
）
1
Φ
（
き
e
自
）
一
1
（
心
1
お
）
s
（
“
㌔
）
　
　
（
ω
）

　
第
㈹
式
右
辺
第
一
項
の
絶
対
値
記
号
の
な
か
は
E
V
と
よ
ぱ
れ
、

課
税
に
よ
っ
て
効
用
が
㌔
か
ら
㌔
に
変
化
レ
た
時
、
課
税
前

の
価
格
で
課
税
後
の
効
用
㌔
を
補
償
す
る
た
め
に
家
計
に
支
払

わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
額
で
あ
る
。
e
瓜
㌔
で
あ
る
か
ら
E
V
は

非
正
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
E
V
の
絶
対
値
を
と
っ
た
第
㈹
式
の

第
一
項
は
、
課
税
に
よ
っ
て
家
計
の
う
け
た
損
失
を
価
額
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
式
の
右
辺
第
二
項
は
、
氏
“
㌔
）
が

課
税
後
の
需
要
ペ
ク
ト
ル
で
あ
る
こ
と
よ
り
家
計
が
実
際
に
支
払

っ
た
税
額
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
ト
ミ
は
課
税
に
よ
っ
て
家
計
が
こ
う
む
っ
た

損
失
が
納
税
額
を
超
え
た
額
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
ま

た
納
税
額
を
上
ま
わ
っ
て
生
じ
た
厚
生
上
の
損
失
が
超
過
負
担
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
図
二
ω
お
よ
び
㈲
は
、
図
一
と
同
じ
く
二
財
お
よ
ぴ
所
得
－
労

働
の
選
択
に
直
面
し
た
家
計
の
ト
ミ
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

縦
軸
の
T
V
が
ト
ミ
と
な
る
。
こ
こ
で
、
所
得
補
償
は
課
税
前

の
価
格
ρ
で
な
さ
れ
、
納
税
額
は
課
税
後
の
消
費
点
お
よ
ぴ
労
働

供
給
点
阜
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
が
、
ト
ミ
と
の
違
い
で
あ
る
。

　
ト
ミ
指
標
の
場
合
と
同
じ
く
、
ト
ミ
も
ま
た
非
負
で
あ
り
、

課
税
が
一
括
し
て
な
さ
れ
る
時
は
ゼ
ロ
と
な
る
こ
と
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
今
後
は
、
①
（
“
㌔
）
H
勺
自
Q
ら
一
）
に
注

目
し
て
第
三
式
を
書
き
換
え
る
と

　
　
ト
ミ
ー
－
雨
（
苧
・
．
）
1
籟
（
き
e
、
）
1
（
自
－
お
）
自
（
S
e
．
）

　
　
　
”
ミ
（
s
e
一
）
1
⑲
（
き
㌔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
）

を
得
る
。
こ
れ
よ
り
、
ト
ミ
w
o
で
あ
る
。
一
括
課
税
の
場
合
は
、

ト
ミ
の
時
と
同
じ
理
由
に
よ
り
ト
ミ
は
ぜ
口
と
な
る
。

　
さ
て
、
ト
ミ
を
検
討
し
た
際
こ
の
指
標
に
は
二
つ
の
批
判
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
ぺ
た
。
こ
の
う
ち
第
一
の
批
判
は
納
税

額
が
仮
設
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
は
す
ぐ
上
で
み

て
き
た
よ
う
に
ト
南
、
に
お
い
て
改
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
ト
ミ

は
ま
た
、
等
税
収
を
上
げ
る
租
税
政
策
の
効
率
性
の
判
定
に
お
い
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一橋論叢 第98巻 第4号（52）

図3第一財の課税による超過負掴（都分均衡分析）

第一財の価格
（ρ）

l　　　ll†一勿（ρ，螂1），　　　1

1
，
1

1
1
，

工］（ρ，・o）

A 、

Tg1 ，B 1
1
1

C

課
税

⊥ρ、
ノ

H 一GF，EDl、
、

エ1の需要関鐵

工1

数

第一財の需要量

）注（

課税後の効用螂1を補償する需要関数

課税前の効用也oを補償する需要関数

xl(p,vl) 

xl(p,v~)) 

て
非
整
合
的
に
な
り
う
る
と
い
う
批
判
に
対
し
て
も
、
ト
ミ
の

場
合
は
整
合
性
を
保
つ
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
等
税
収
を
上
げ
る
二
つ
の
租

税
政
策
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
を
凸
、
お
よ
ぴ
㌔
と
す
る
。

ま
た
、
各
政
策
の
下
の
家
計
の
最
大
効
用
お
よ
ぴ
超
過
負
担
を
そ

れ
ぞ
れ
、
㌔
お
よ
ぴ
e
“
卜
馬
、
（
－
）
お
よ
び
ト
宙
、
（
N
）
と
す
る
。

こ
の
時
、

　
　
ト
ミ
（
－
）
1
ト
ミ
（
N
）
”
砧
（
§
㌔
）
1
⑯
（
§
㌔
）
　
　
　
　
（
㎞
）

が
成
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

　
　
ト
ミ
（
－
）
w
ト
ミ
（
N
）
介
v
㌔
w
㌔

す
な
わ
ち
等
税
収
を
上
げ
る
租
税
政
策
の
効
率
性
は
、
ト
ミ
指

標
に
よ
っ
て
整
合
的
に
判
定
さ
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
以
上
超
過
負
担
の
二
つ
の
と
ら
え
方
を
考
察
し
た
。
次
に
、
仰

個
の
財
の
う
ち
第
一
財
の
み
課
税
さ
れ
る
と
仮
定
し
ト
ミ
指
標
、

ト
ミ
指
標
の
関
係
を
部
分
均
衡
の
図
を
通
し
て
み
て
い
く
こ
と

に
す
る
。
ま
た
こ
の
検
討
を
通
じ
て
超
過
負
担
を
示
す
需
要
関
数

の
下
の
「
三
角
形
」
（
葭
彗
げ
實
㎝
曾
（
岩
ご
）
）
が
、
租
税
の
効
率
性

を
表
す
上
の
二
つ
の
指
標
と
は
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
図
三
は
、
家
計
の
第
一
財
の
需
要
関
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
、
課
税
に
よ
り
こ
の
財
の
需
要
が
、
D
か
ら
B
へ
変
化
し
た
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●

（53）　租税と厚生

と
す
る
。
こ
の
財
の
所
得
効
果
を
正
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
財
の

課
税
前
お
よ
ぴ
後
の
効
用
を
補
償
す
る
需
要
曲
線
は
そ
れ
ぞ
れ
C

D
お
よ
び
B
F
を
通
る
右
下
り
の
曲
線
と
し
て
表
わ
す
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
こ
で
、
第
一
財
の
補
償
需
要
関
数
は
支
出
関
数
の
第
一
財
の

価
楕
に
よ
る
偏
微
係
数
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
図
一
の
A

C
D
H
の
面
穣
は
、

　
　
§

　
　
　
－

　
　
　
　
き
（
｝
㌔
）
音
1
1
匝
（
“
㌔
）
1
耐
（
ぎ
・
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
α
）

と
な
る
。
こ
れ
は
第
ω
式
の
中
央
の
式
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
課

税
に
伴
っ
て
生
じ
た
C
▽
の
絶
対
額
で
あ
る
。
一
方
、
長
方
形
A

C
E
H
の
面
積
は
、
（
e
I
誉
）
§
（
苧
e
o
）
で
あ
り
■
ミ
指
標
に

お
け
る
仮
設
的
納
税
額
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
図

の
右
側
の
斜
線
部
C
D
E
は
第
一
財
が
課
税
さ
れ
た
場
合
の
ト
ミ

で
あ
る
。

　
同
様
に
し
て
第
ω
式
に
よ
り
、
図
の
も
う
一
つ
の
斜
線
部
B
F

G
が
ト
ミ
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
超

過
負
担
を
表
わ
す
「
三
角
形
」
は
図
の
B
D
G
の
こ
と
で
あ
る
。

図
で
明
ら
か
な
よ
う
に
「
三
角
形
」
B
D
G
の
面
積
は
、
ト
ミ
と

も
ト
ミ
と
も
異
な
り
、
需
要
関
数
に
及
ぽ
す
所
得
効
果
の
分
だ

け
超
過
負
担
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
補
償
需
要
関
数
の
全
域
的
情
報
の
な
い
時
、
あ
る
点
（
た

と
え
ば
、
現
実
の
購
入
点
）
に
お
け
る
情
報
か
ら
超
過
負
担
を
近

似
的
に
求
め
る
必
要
性
が
生
じ
る
。
以
下
ト
ミ
指
標
を
と
り
上

げ
、
課
税
後
の
価
格
の
近
傍
に
お
け
る
テ
イ
ラ
ー
展
開
に
よ
り
超

過
負
担
の
近
似
を
示
す
。

　
そ
こ
で
再
ぴ
第
ω
式
の
中
央
の
式
に
も
ど
り
、
軸
（
き
㌔
）
を
課

税
後
の
価
樒
q
の
近
傍
で
二
階
ま
で
展
開
す
る
。
そ
の
結
果
を
第

ω
式
に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ミ
の
近
似
と
し
て

　
　
　
　
　
　
H

　
　
ト
ミ
ー
－
－
1
（
o
－
お
）
，
只
唱
－
b
）
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

　
　
　
　
　
　
N

を
得
る
。
こ
こ
で
、
（
邊
ー
お
）
、
は
＾
ー
も
の
転
置
（
行
）
ベ
ク
ト

ル
で
あ
り
、
S
は
ス
ル
ツ
キ
ー
行
列
で
あ
る
（
S
の
第
i
j
要
素

’
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

～
は
第
i
財
の
補
償
需
要
を
第
j
財
の
価
楕
で
偏
微
分
し
、
価
楕

q
で
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
）
。

　
さ
き
に
ト
ミ
は
非
負
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
第
ω
式
で

表
わ
さ
れ
た
そ
の
近
似
も
行
列
S
が
負
半
定
値
（
篶
o
口
津
～
Φ
㎝
o
－

邑
－
ま
葦
ま
）
で
あ
る
こ
と
よ
り
非
負
と
な
る
。
ま
た
、
第
一
財

の
み
課
税
さ
れ
る
場
合
ト
ミ
は
、

　
　
　
　
　
　
H

　
　
ト
ミ
H
－
1
（
冒
－
誉
）
岨
ξ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
）

　
　
　
　
　
　
N

と
近
似
さ
れ
、
図
一
に
お
い
て
補
償
需
要
曲
線
B
F
を
B
点
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

け
る
接
線
で
近
似
し
た
場
合
の
「
三
角
形
」
の
面
積
と
な
る
。
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一橘論叢　第98巻　第4号　（54）

　
以
上
、
超
過
負
担
を
補
償
所
得
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
補
償
所
得
と
い
う
概
念
に
よ
ら
ず
、
超
過
負
担
と
は
一
播

課
税
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
所
得
の
損
失
で
あ
る
と
言

及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
以
下
、
こ
の
所
得
損
失
額
が
上
に
述
ぺ

た
ト
ミ
と
等
し
く
な
る
こ
と
を
示
す
。

　
今
丁
な
る
税
収
を
一
括
課
税
に
よ
ら
ず
、
価
椿
ベ
ク
ト
ル
を
ρ

か
ら
q
に
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
げ
た
と
す
る
。
こ
の
時
、

一
括
課
税
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
所
得
の
損
失
を
L
と

す
る
と
、
次
式
が
成
立
す
る
。

　
　
e
（
亭
§
）
H
e
（
や
§
ー
ド
ー
ト
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
）

　
こ
こ
で
関
数
也
は
間
接
的
効
用
関
数
で
あ
り
、
刎
は
非
稼
得
所

得
で
あ
る
。
第
ω
式
の
左
辺
は
一
括
課
税
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
時

の
最
大
効
用
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
式
の
な
か
の
ム
と
は
政
府
が
τ

な
る
税
収
を
上
げ
る
た
め
に
一
括
課
税
を
採
用
し
な
か
つ
た
こ
と

に
よ
る
所
得
の
損
失
で
あ
る
。

　
課
税
後
の
効
用
を
こ
れ
ま
で
同
様
e
．
と
表
わ
す
と
、
第
倒
式

よ
り
次
の
二
つ
の
式
ポ
得
る
。

　
　
§
1
－
6
（
S
㌔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
o
）

　
　
§
1
『
－
卜
1
－
具
掌
㌔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、

，
　
卜
1
1
匝
（
苧
㌔
）
1
～
（
き
㌔
）
1
『
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
）

が
成
立
す
る
。
こ
の
式
と
第
ω
式
を
見
比
ぺ
る
と
た
だ
ち
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、

　
　
卜
1
1
ト
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
）

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
超
過
負
担
と
は
、
一
括
課
税
が
な
さ
れ
な
い
こ
と

に
よ
り
、
一
税
課
税
の
場
合
の
納
税
額
を
超
え
て
家
計
の
こ
う
む

る
所
得
損
失
額
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
す
で
に
示
し

た
よ
う
に
ト
ミ
は
非
負
で
あ
る
か
ら
、
家
計
の
こ
の
損
失
額
も

ま
た
非
負
で
あ
る
。

三
　
超
過
負
担
の
計
測

　
前
節
で
は
】
）
ぎ
昌
昌
｛
－
峯
o
霊
ま
竃
の
論
文
以
降
み
ら
れ
た

超
過
負
担
を
め
ぐ
る
理
論
的
展
開
を
検
討
し
た
。
本
節
で
は
超
過

負
担
の
計
測
事
例
を
と
り
上
げ
、
超
過
負
担
の
大
き
さ
お
よ
び
計

測
結
果
の
安
定
性
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
、
・
・
ク

ロ
経
済
学
の
双
対
理
論
の
発
展
に
裏
付
け
さ
れ
る
形
で
需
要
関
数

の
計
測
手
法
の
開
発
が
進
む
な
か
で
、
超
過
負
担
の
計
測
も
ま
た

多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
積
極
的
に
取
組
ま
れ
る
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
節
で
は
以
下
、
間
接
税
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（
商
品
課
税
）
、
所
得
税
お
よ
ぴ
利
子
課
税
の
超
過
負
担
の
計
測
結

果
を
検
討
す
る
。

　
三
・
一
　
間
接
税
に
よ
る
超
過
負
担
の
計
測

　
間
接
税
に
よ
る
超
過
負
担
を
計
測
し
た
研
究
と
し
て
こ
こ
で
は

U
o
品
m
冒
（
s
o
。
ω
）
を
と
り
上
げ
、
そ
こ
で
の
計
測
方
法
お
よ
ぴ

結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
－
U
o
島
ω
冒
は
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
の
効
用
関
数
お
よ
ぴ
線
型

支
出
体
系
（
ご
罵
胃
向
老
彗
2
言
篶
身
ω
箒
冒
一
以
下
L
E
S
）

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
前
節
で
定
義
し
た
二
つ
の
超
過
負
担

ト
ミ
お
よ
ぴ
ト
ミ
を
導
出
し
、
一
九
七
〇
年
の
英
国
の
家
計
デ

ー
タ
に
基
づ
き
こ
れ
ら
を
計
測
し
て
い
る
。
L
E
S
の
需
要
関
数

と
し
て
は
∪
窒
け
昌
（
岩
ご
）
の
結
果
を
用
い
て
い
る
。

　
さ
て
効
用
関
数
が
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
の
時
、
前
節
の
記
号
に

よ
る
と
効
用
関
数
σ
は
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。

　
　
　
；

　
q
”
■
導
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
量
）

　
　
　
｛
■
－

　
　
　
　
自

こ
こ
で
　
】
£
”
ポ
こ
の
時
支
出
関
数
は
、

　
　
　
　
一
一
－

　
　
　
　
　
　
自

　
　
o
（
き
e
）
u
e
目
誉
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
）

　
　
　
　
　
　
｛
1
－
一

と
な
る
。
こ
れ
よ
り
ト
ミ
お
よ
ぴ
ト
ミ
の
導
出
が
可
能
で
あ

る
が
、
以
下
で
は
議
論
を
ト
ミ
に
の
み
限
定
す
る
。

　
そ
こ
で
第
ω
式
に
示
さ
れ
た
ト
ミ
の
定
義
式
を
参
照
す
る
と

　
　
ト
宙
、
当
－
島
一
辛
－
・
　
　
　
ε

を
得
る
。
こ
こ
で
、
τ
は
家
計
の
実
際
の
納
税
額
で
あ
る
。

　
次
に
L
E
S
の
場
合
、
効
用
関
数
は
第
i
財
の
最
少
消
費
量
を

さ
と
す
る
と
、

　
　
　
　
畠

　
　
q
l
I
目
（
s
「
『
｛
）
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
）

　
　
　
＾
■
－

の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
の
支
出
関
数
は
、

　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
o
（
き
e
）
1
－
嘗
目
§
。
．
十
】
埴
き
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
）

　
　
　
　
　
　
＾
一
－
　
　
　
　
一
…
－

と
な
り
、
超
過
負
掴
ト
ミ
は

　
　
　
　
　
　
　
畠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

　
　
ト
ミ
H
（
§
－
】
も
さ
）
－
（
§
1
】
唱
き
）
目
（
§
ぎ
）
。
．

　
　
　
　
　
　
　
＾
…
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
1
－
　
　
　
　
＾
■
－

　
　
　
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
な
る
。

　
∪
o
烏
岨
冒
は
一
四
晶
目
に
つ
い
て
各
財
の
課
税
に
よ
る
超
過

負
掴
（
喀
ま
巴
婁
8
器
o
昌
o
旨
）
を
計
測
し
た
。
表
一
は
、
各

財
の
課
税
に
よ
る
ト
ミ
を
各
財
の
課
税
額
で
除
し
た
値
で
あ
る
。

こ
の
表
よ
り
財
別
に
み
た
超
過
負
担
に
は
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
U
o
島
ω
昌
の
計
測
で
は
各
財
の
超
過
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（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

芋負
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e

超
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丁
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〕

：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
3
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9
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n
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n

g
s
測
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s
。

。
d
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

D
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肋

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

負
抵
の
み
を
計
測
し
て
い
る
の
で
間
接
税
全
体
が
引
き
起
し
て
い

る
超
過
負
担
の
大
き
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
表
一
よ
り
直
観
的
に

推
定
す
る
隈
り
無
視
し
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
コ
ブ
．
ダ
グ
ラ
ス
型
の
効
用
関
数
の
場
合
、
需
要
の
価
樒
弾
カ

性
が
一
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
を
改
善
し
た
L
E
S
型
の
計

測
で
は
、
超
過
負
担
は
総
じ
て
低
下
し
て
い
る
。
と
く
に
、
タ
バ

コ
の
場
合
超
過
負
担
率
は
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
の
場
合
の
六
〇
％

か
ら
二
・
八
％
へ
と
激
減
し
て
い
る
。
な
お
表
一
に
は
示
さ
な
か

っ
た
が
、
通
常
の
需
要
関
数
下
の
「
三
角
形
」
の
面
稜
に
よ
る
計

測
と
本
来
の
超
過
負
担
で
あ
る
ト
ミ
を
比
ぺ
る
と
コ
プ
・
ダ
グ

員オ コブ・ダ
グラス型 LES型

は き 物 4．6 1．3

衣 類 4．4 1．4

ビ
一

ノレ 22．9 17，4

アルコール飲料 33．6 17．4

タ ’・｛
コ 60 2．8

車両運転コスト 32．0 22．4

繊 維 4．8 2．0

マッチ，石けん等 3．5 O
余 暇 財 6．9 3．5

化 学 品 12．8 5，7

その他の財 16．2 5．7

飲食サーピス 1．O O
娯 楽 3．3 1．2

その他サーピス 9．1 3．3

r州南1　Dod眈on　rlq舶、丁且hlo1．2」・n餉岳作甫

ラ
ス
型
で
平
均
一
七
・
三
％
、
L
E
S
型
で
三
〇
・
一
九
％
も
の

誤
差
（
過
大
評
価
）
が
生
じ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ト
ミ
指
標
は
、
一
国
の
間
接
税
体
系
を
評
価
す
る

上
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
タ
バ
コ
の
例

で
み
た
よ
う
に
効
用
関
数
の
特
定
化
に
よ
り
計
測
結
果
が
不
安
定

と
な
り
、
財
別
に
み
た
単
位
税
収
あ
た
り
の
超
過
負
担
の
順
序
に

も
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
、
十
分
銘
記
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
三
・
二
　
所
得
税
に
よ
る
趨
過
負
担
の
計
測

　
所
得
税
（
よ
り
厳
密
に
い
え
ぱ
労
働
所
得
税
）
の
超
過
負
担
を

議
論
し
た
も
の
に
射
o
眈
昌
（
岩
葛
）
の
興
味
深
い
研
究
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
計
測
結
果
の
含
意
に
重
点
を
お
き
つ
つ
、
そ
こ
で
の
計

測
方
法
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
射
o
眈
彗
は
ま
ず
＞
事
o
芋
＞
旨
竃
匡
富
H
（
一
り
ぎ
）
に
よ
る
財

お
よ
び
レ
ジ
ャ
ー
の
L
E
S
型
需
要
関
数
の
推
定
を
援
用
し
て
労

働
所
得
税
の
超
過
負
担
を
計
測
し
た
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
記

号
を
用
い
て
L
E
S
型
需
要
関
数
の
基
と
な
る
効
用
関
数
を
表
す

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
〒
冒
一
富
「
ミ
一
一
工
・
一
砧
　
　
　
§

た
だ
し
、
ム
は
レ
ジ
ャ
ー
需
要
、
言
は
レ
ジ
ャ
ー
の
最
少
需
要

で
あ
る
。
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賃
金
を
ω
と
し
た
時
こ
の
効
用
関
数
に
対
応
す
る
間
接
的
効
用

関
数
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　　　呉
脳自　苧
蛯　　　§

さ　　§
）　　）
　　　li
　　工目畠

　　（　　§1§
　　㌣
　　パ　　sls
　　㌣
　　（　　　§
　　　÷
　　　§
　　『　　自

（
胃
）

こ
こ
で
、
伽
は
非
稼
得
所
得
、
『
亀
は
家
計
の
総
所
得
時
間
か
ら

最
少
レ
ジ
ャ
ー
需
要
量
を
控
除
し
た
最
大
労
働
可
能
時
間
で
あ
る
。

　
＞
亭
o
津
ら
は
、
家
計
需
要
を
集
計
し
、
一
九
二
九
－
六
七
年

の
デ
ー
タ
に
よ
り
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
ξ
s
お
よ
ぴ
最
少
財
・
レ
ジ

ャ
ー
消
費
量
ミ
言
を
計
測
し
た
。
彼
ら
は
こ
こ
で
示
し
た
L
E

S
型
の
需
要
関
数
以
外
も
推
定
し
て
い
る
が
、
L
E
S
型
の
結
果

に
限
定
す
る
と
、
す
べ
て
の
財
は
レ
ジ
ャ
ー
と
代
替
関
係
に
あ
る

と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
。

　
さ
て
第
刎
式
を
用
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
第
二
節
の
最
後
で
論
じ

た
間
接
的
効
用
関
数
か
ら
超
過
負
担
ト
ミ
を
導
出
す
る
方
法
に

よ
り

　
　
　
　
　
　
　
自

卜
宙
、
1
－
§
十
S
言
1
】
ミ
「
（
§
十
（
－
↓
）
§
言

　
　
　
　
　
　
　
一
山
－

－
サ
さ
一
（
Q
俳
§
）
亀
－
・

（
s
）

を
得
る
。
た
だ
し
、
‘
は
所
得
税
率
で
あ
る
。

　
肉
o
血
彗
は
、
＞
亭
o
津
ら
の
推
定
結
果
を
こ
の
式
に
代
入
し
、

一
九
六
七
年
の
デ
ー
タ
で
ト
亀
、
を
計
測
し
た
。
一
そ
の
結
果
に
よ

る
と
超
過
負
担
率
（
卜
南
、
ミ
）
は
、
O
・
九
％
で
あ
る
。
こ
の
緒

果
に
よ
る
限
り
所
得
税
に
よ
る
超
過
負
担
は
、
大
き
な
も
の
と
は

い
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
縞
果
に
な
っ
た
最
犬
の
理
由
は
お
そ
ら

く
、
レ
ジ
ャ
ー
の
補
償
需
要
弾
カ
性
が
小
さ
く
、
所
得
税
が
一

括
課
税
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
実
際

＞
亭
o
津
ら
の
推
計
に
よ
る
と
、
L
E
S
型
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー

の
補
償
需
要
弾
カ
性
は
O
・
〇
三
七
で
あ
り
、
か
な
り
低
い
値
と

な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
L
E
S
型
で
な
く
＞
畠
自
o
o
・
型
の
需
要
関
数
を
推

定
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
レ
ジ
ャ
ー
の
補
償
需
要
弾
カ
性
は
、

○
．
三
六
六
と
今
度
は
か
な
り
大
き
な
値
を
と
る
。
こ
の
結
果
は
、

需
要
関
数
の
特
定
化
に
よ
っ
て
超
過
負
担
の
計
測
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

　
実
際
射
o
ω
竃
は
、
レ
ジ
ャ
ー
を
含
む
効
用
関
数
を
次
の
二
つ

の
形
に
特
定
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
所
得
税
の
超
過
負
担
を

計
測
し
、
計
測
結
果
に
顕
著
な
差
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　
ω
L
E
S
型
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q
1
－
β
し
o
o
盲
（
ゴ
ー
『
§
）
十
β
㌧
o
o
目
（
ぐ
十
『
㌧
十

　
　
§
一
〇
〇
阜
（
s
ー
ミ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
こ
で
、
－
蔓
ぐ
お
よ
ぴ
”
は
、
そ
れ
ぞ
れ
夫
、
妻
の
レ
ジ
ャ

ー
需
要
量
お
よ
び
家
計
全
体
の
消
費
額
で
あ
る
。

　
②
C
E
S
型

　
　
q
1
－
［
δ
（
卜
ー
ゴ
）
、
、
十
ミ
問
（
卜
1
－
㌧
、
、
十

　
　
　
（
－
－
き
ー
β
岨
）
白
、
、
］
，
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
睾
）

こ
こ
で
、
工
は
個
人
の
総
所
有
時
間
。

　
こ
の
二
つ
の
型
の
効
用
関
数
に
よ
り
勾
o
ω
。
目
は
、
所
得
税
に

よ
る
超
過
負
担
率
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
L
E
S
型

の
場
合
二
二
％
、
C
E
S
型
の
場
合
一
．
五
％
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
家
計
の
効
用
関
数
の
特
定
化
に
よ
り
趨
過
負
担
の
推
定

は
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
デ
ー
タ
に
よ
る
所
得
税
の
超
過
負
担
の
計
測

例
と
し
て
は
、
昭
和
六
〇
年
版
『
経
済
白
書
』
（
以
下
白
書
）
が

　
＾
3
）

あ
る
。
こ
こ
で
の
計
測
に
よ
る
と
年
金
か
ら
の
受
益
を
考
慮
に
入

れ
な
い
所
得
税
率
は
三
一
・
一
％
で
あ
り
、
こ
の
場
合
民
間
給
与

所
得
へ
の
課
税
か
ら
生
じ
る
超
過
負
担
額
は
年
間
三
兆
円
、
全
所

得
へ
の
課
税
か
ら
の
そ
れ
は
実
に
年
間
約
八
・
五
兆
円
に
も
達
す

る
。

　
も
し
こ
の
推
定
結
果
が
正
し
け
れ
ぱ
、
わ
が
国
の
所
得
税
は
非

常
に
大
き
な
非
効
率
性
を
引
き
起
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
・
肉
o
ω
實
の
計
測
結
果
の
検
討
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
超
過

負
担
の
計
測
は
労
働
供
給
関
数
の
背
後
に
あ
る
家
計
の
効
用
関
数

の
特
定
化
に
大
き
く
依
存
す
る
。
「
白
書
」
の
推
定
で
は
、
家
計

の
効
用
関
数
は
明
示
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
レ
ジ
ャ

ー
需
要
の
弾
カ
性
も
補
償
弾
カ
性
で
は
な
く
、
所
得
効
果
も
含
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
約
の
上
に
得
ら
れ
た
計
測
結
果

の
信
頼
性
は
、
－
U
o
品
ω
冨
お
よ
ぴ
内
o
眈
竃
ら
の
研
究
に
よ
れ

ぱ
き
わ
め
て
小
さ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
三
・
三
　
利
子
課
税
に
よ
る
超
過
負
担
の
計
測

　
利
子
課
税
に
よ
る
超
過
負
担
を
論
じ
た
も
の
に
司
⑭
5
ω
ま
旨

（
H
ミ
O
O
）
お
よ
ぴ
Ω
H
8
宇
ω
ブ
9
巨
舅
ぎ
（
6
N
O
）
が
あ
る
。
勾
。
－
．

象
室
目
は
貯
蓄
が
利
子
に
対
し
非
弾
カ
的
で
あ
る
こ
と
は
利
子

所
得
へ
の
課
税
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
、
等
税
収
を

維
持
し
つ
つ
利
子
課
税
か
ら
消
費
課
税
へ
移
行
す
る
、
一
と
に
よ
っ

て
労
働
所
得
の
一
・
八
七
％
、
租
税
収
入
の
二
．
五
八
％
の
厚
生

上
の
利
得
が
生
じ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
9
o
竃
ら
は
家

計
の
効
用
関
数
を
明
示
的
に
表
わ
し
、
消
費
課
税
へ
の
移
行
は

霊
5
津
Φ
巨
の
お
い
た
仮
定
の
下
に
ト
ミ
指
標
で
測
っ
て
、
労
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働
所
得
お
よ
ぴ
租
税
収
入
の
そ
れ
ぞ
れ
一
二
＝
一
％
お
よ
び
一
・

八
七
％
の
厚
生
上
の
利
得
を
生
む
こ
と
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、

Ω
篶
彗
ら
の
論
文
に
よ
っ
て
利
子
課
税
に
よ
る
超
過
負
担
の
計

測
方
法
を
検
討
す
る
。

　
9
①
g
ら
は
家
計
の
効
用
関
数
を
次
の
よ
う
に
特
定
化
し
た
。

　
　
q
1
－
包
o
o
有
8
＋
悔
o
零
旧
十
『
一
〇
〇
q
（
－
1
－
）
　
　
　
　
　
　
（
豊
）

こ
こ
で
、
家
計
は
二
期
に
わ
た
っ
て
消
費
し
、
ε
お
よ
び
s
は

そ
れ
ぞ
れ
第
一
期
お
よ
び
第
二
期
の
消
費
と
す
る
。
一
方
、
z
は

家
計
の
総
所
有
時
間
を
一
と
し
た
時
の
労
働
時
間
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
家
計
の
賃
金
は
ω
で
あ
り
、
第
一
期
に
ミ
稼
得
す
る
。
家

計
は
ま
た
利
子
率
γ
で
貯
蓄
（
■
ミ
ー
ε
）
し
、
そ
の
元
利
合
計

額
を
第
二
期
に
消
費
す
る
。

　
Ω
篶
昌
ら
は
霊
5
m
蚕
■
の
仮
定
に
従
い
効
用
関
数
の
パ
ラ

メ
ー
タ
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。
す
な
わ
ち
、
α
H
○
・
六
三
、

β
1
1
0
・
〇
七
お
よ
ぴ
γ
H
O
・
三
で
あ
る
。
こ
の
時
、
貯
蓄
関

数
は
（
H
I
き
－
『
）
§
と
な
り
、
利
子
率
に
関
し
完
全
に
非
弾
カ

的
で
あ
る
。
一
方
、
平
均
貯
蓄
率
（
H
（
ミ
ー
籟
一
）
、
邑
）
は
（
－
1

員
1
『
）
、
（
H
－
『
）
と
な
り
、
上
に
示
し
た
バ
ラ
メ
ー
タ
の
仮
定
の

下
で
は
一
〇
％
と
な
る
。
利
子
率
に
つ
い
て
は
、
年
間
一
二
％
と

仮
定
し
、
第
一
期
の
期
間
を
二
五
年
と
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
『
＾

ζ
と
し
た
。

　
さ
て
以
上
の
仮
定
の
下
に
、
利
子
お
よ
び
労
働
所
得
そ
れ
ぞ
れ

に
四
〇
％
の
課
税
が
な
さ
れ
る
と
す
る
。
次
に
こ
の
課
税
に
よ
る

税
収
を
保
ち
つ
つ
利
子
課
税
を
廃
止
し
、
労
働
所
得
課
税
（
す
な

わ
ち
消
費
課
税
）
に
移
行
す
る
と
仮
定
す
る
。
こ
の
と
き
、
労
働

所
得
へ
の
課
税
率
は
四
二
・
〇
五
％
と
な
る
。
9
①
昌
ら
は
、
こ

の
二
つ
の
課
税
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
ト
ミ
指
標
に
よ
る
超
過
負
担

を
計
算
し
、
消
費
課
税
へ
の
移
行
に
よ
り
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、

労
働
所
得
の
一
・
二
二
％
（
”
」
ト
ミ
言
丁
9
o
畠
3
，
9
N
）
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

得
が
生
じ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
句
Φ
5
蜆
童
■
お
よ
ぴ
Ω
篶
竃
ら
の
計
測
は
、
需
要
関
数
の
パ

ラ
メ
ー
タ
の
推
定
に
関
し
て
は
計
量
経
済
学
的
に
み
て
十
分
説
得

的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
の
重
要
な
点
は
、
貯
蓄
が

利
子
率
に
対
し
完
全
に
非
弾
カ
的
で
あ
っ
て
も
超
過
負
担
が
生
じ
、

し
か
も
そ
の
負
担
は
決
し
て
無
視
し
う
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
補
償
需
要
関
数
に
基
づ
か
な
い
、

所
得
効
果
の
混
在
し
た
通
常
の
超
過
負
担
の
測
定
に
は
、
重
大
な

欠
陥
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
　
結
論
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本
稿
で
は
租
税
の
効
率
性
を
表
わ
す
指
標
と
し
て
最
も
重
要
な

も
の
の
一
つ
で
あ
る
超
過
負
担
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
念
上
の
整

理
お
よ
ぴ
計
測
結
果
の
安
定
性
の
検
討
を
試
み
た
。

　
超
過
負
担
の
概
念
上
の
閲
題
と
し
て
は
、
補
償
所
得
を
C
V
あ

る
い
は
E
V
で
測
る
か
に
よ
っ
て
少
く
と
も
二
つ
の
定
義
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
い
ず
れ
も
、
租
税
の
効
率
性
を
反
映
す

る
と
い
う
意
味
で
は
有
効
な
指
標
で
あ
る
が
、
C
V
に
よ
っ
て
定

義
さ
れ
た
超
過
負
担
指
標
は
等
税
収
を
生
む
複
数
の
税
制
を
ラ
ン

ク
付
け
る
上
で
は
非
整
合
的
と
な
り
う
る
。
こ
れ
に
対
し
E
V
に

よ
る
場
合
は
、
超
過
負
担
指
標
は
整
合
的
で
あ
る
。
概
念
上
の
整

理
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
、
超
過
負
損
を
間
接
的
効
用
関
数
よ
り
と

ら
え
た
場
合
、
一
定
の
税
収
を
上
げ
る
上
で
一
括
課
税
が
実
施
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
家
計
の
損
失
が
、
所
得
補
償
と
し
て
E

V
を
と
っ
た
時
の
超
過
負
担
指
標
と
同
一
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
超
過
負
担
の
計
測
に
つ
い
て
は
、
間
接
税
、
所
得
税
お
よ
ぴ
利

子
課
税
に
よ
る
超
過
負
担
の
計
測
事
例
を
検
討
し
た
。
こ
こ
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
い
ず
れ
の
課

税
に
お
い
て
も
検
討
し
た
論
文
に
関
す
る
限
り
、
超
過
負
担
は
か

な
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
し
か
し
な
が
ら
計
測
結
果

は
家
計
の
選
好
に
関
す
る
仮
定
に
強
く
依
存
し
、
不
安
定
で
あ
る

こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
政
策
評
価
に
耐
え
う
る
計
測
を
得
る
た
め

に
は
需
要
関
数
の
信
頼
の
お
け
る
推
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の

第
二
の
点
は
今
後
超
過
負
担
の
計
測
を
行
う
上
で
本
質
的
な
課
題

で
あ
る
。

　
最
後
に
本
稿
で
は
ふ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
超
過
負

担
に
関
す
る
最
近
の
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
、
本
稿
で
は

租
税
に
よ
る
超
過
負
担
し
か
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
価
格
歪
曲
が

政
府
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
隈
り
超
過
負
担
は
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。
匿
轟
（
H
湯
ω
）
は
、
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
家
賃

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
政
策
が
各
所
得
階
層
の
家
計
に
及
ぼ
す
効
果
を

基
本
的
に
は
E
V
に
よ
る
超
過
負
担
指
標
に
よ
っ
て
計
測
し
て
い

る
。
こ
の
研
究
は
、
政
策
評
価
の
上
で
超
過
負
担
の
計
測
の
有
用

性
を
示
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
所
得
階
層
別
負
担
を
取
り
上
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

と
い
う
点
で
将
来
の
研
究
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
最
近
の
注
目
す
ぺ
き
研
究
と
し
て
は
、
一
般
均
衡
分
析
に
お
け

る
資
本
所
得
課
税
の
研
究
が
あ
る
（
＞
篶
｝
竃
干
H
（
o
ま
ぎ
甲

ω
匿
■
暮
H
（
6
0
0
い
）
一
』
O
お
竃
血
O
甲
く
自
■
（
S
O
O
ひ
）
）
。
と
く
に
－
昌
－

○
口
g
ω
g
ら
の
研
究
は
、
生
産
お
よ
ぴ
消
費
に
関
す
る
H
蟹
易
5
o
有

価
楕
関
数
の
推
計
の
上
に
資
本
所
得
課
税
の
超
過
負
担
を
計
測
し

た
も
の
で
、
現
行
の
米
国
の
税
制
か
ら
支
出
税
へ
の
移
行
が
（
最
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大
で
）
民
間
資
産
の
四
〇
％
も
の
厚
生
上
の
利
得
を
も
た
ら
す
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
税
制
の
資
本
蓄
稜
に
及
ぽ
す
効
果
を
明
ら
か

に
す
る
上
で
こ
の
研
究
は
、
示
唆
に
宮
む
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
、
超
過
負
担
を
直
接
的
に
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
社

会
的
厚
生
の
観
点
か
ら
ど
の
財
へ
の
課
税
を
強
化
し
、
ど
の
財
へ

の
課
税
を
緩
和
し
て
い
く
べ
き
か
を
探
る
方
法
を
論
じ
た
も
の
に

＞
プ
目
邑
竃
φ
ω
ま
曽
（
一
湯
抽
）
が
あ
る
。
最
適
課
税
で
は
な
く

い
わ
ゆ
る
漸
進
的
な
税
制
改
革
の
方
向
を
実
証
的
に
探
っ
た
こ
の

論
文
も
ま
た
、
今
後
租
税
の
厚
生
効
果
を
計
測
す
る
上
で
超
過
負

担
の
研
究
と
並
ん
で
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
恩
わ
れ

る
。

（
1
）
　
巾
竃
自
睾
凹
■
o
ω
芭
2
鼻
は
ま
た
、
卜
q
、
指
標
が
整
合
的
と
な

　
る
十
分
条
件
と
し
て
次
の
二
条
件
を
与
え
て
い
る
。
ω
　
効
用
関
数

　
が
ホ
モ
セ
テ
ィ
ヅ
ク
な
ケ
ー
ス
お
よ
ぴ
、
㈹
　
所
得
の
限
界
効
用
が

　
一
定
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

（
2
）
　
各
財
の
間
に
代
替
性
が
な
い
場
合
、
第
ω
式
に
よ
り
最
適
課
税

　
の
あ
り
方
を
直
観
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

　
の
場
合
8
は
非
負
の
対
角
要
素
（
臼
ξ
）
の
み
か
ら
な
り
、
他
は
ぜ
口

　
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
税
収
を
上
げ
る
税
制
の
内
、
ξ

　
の
最
も
小
さ
な
財
に
一
〇
〇
％
課
税
す
る
こ
と
が
最
適
と
る
。
す
な

　
わ
ち
、
価
格
効
果
の
小
さ
な
財
に
粕
対
的
に
過
重
に
課
税
す
る
こ
と

　
が
最
適
課
税
と
な
る
。

（
3
）
　
『
白
書
』
付
注
三
－
五
、
「
所
得
再
分
配
政
策
に
よ
る
厚
生
損
失

　
の
試
算
」

（
4
）
　
第
二
節
に
お
い
て
ト
O
『
指
標
は
、
等
税
収
を
保
つ
複
数
の
税

　
制
を
評
価
す
る
上
で
は
非
整
合
的
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
し
か
し
、
o
冨
昌
ら
の
仮
定
し
た
効
用
関
数
は
、
ホ
モ
セ
テ
ィ
ヅ

　
ク
な
選
好
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
（
注
一
）
の
条
件
に
よ
り
、

　
卜
o
冒
の
整
合
性
は
傑
証
さ
れ
る
。

（
5
）
　
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
別
超
過
負
担
の
計
測
に
あ
た
っ
て
は
、
需
要

　
関
数
の
集
計
が
重
要
な
問
魍
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
－
昌
－

　
○
胃
昌
肋
昌
－
■
彗
－
ω
8
ぎ
『
（
宅
O
．
O
）
が
示
唆
的
で
あ
る
。
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新
し
い
成
長
と
そ
の
課
題
』
。
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